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人 事 異 動

総 務 課

平成２１年７月１日付け発令

発令事項（新職名） 氏 名 旧職名（現職名）

【採用（非常勤職員 】）

商学部（地域研究会）学術研究員 石 田 三 成

商学部（地域研究会）学術研究員 神 﨑 稔 章

商学部（地域研究会）学術研究員 渡久地 朝 央



諸 報
平成２１年度第１回小樽商科大学地域連携協議会を開催

６月８日（月），本学第１会議室において平成２１年度第１回小樽
商科大学地域連携協議会を開催しました。
協議会には，構成員である北海道，札幌市，小樽市の３自治体及び
小樽商工会議所が出席し，平成２０年度連携事業の実施結果につい
て事業の実施機関から報告が行われました。続いて，意見交換が行
われ，各事業共に一定の成果が見受けられるので，実施した意義が
あったとの評価がありました。

【平成２０年度連携事業（提案機関）】
１．東アジア・マーケットリサーチ事業（小樽市）
２．制度融資に代わる中小企業振興策の策定（小樽市）
３．国際交流事業の連携（小樽商科大学）
４．留学生等のホストファミリーの連携拡大（小樽商科大学）

次に，各機関から提案のあった平成２１年度連携事業（継続４件，
新規１件）について協議を行い，全事業について連携事業として採
択しました。
なお，次回の連携協議会は，今回採択された連携事業についての実
施計画を協議することとしました。

【平成２１年度連携事業（提案機関）】
１．東アジア・マーケットリサーチ事業（小樽市：継続）
２．制度融資の指標金利の検証（小樽市，小樽商工会議所：継続）
３．定住自立圏構想の検討について（小樽市：新規）
４．小樽市と小樽商科大学の国際交流事業の連携（小樽商科大学：
継続）
５．留学生等のホストファミリーの連携拡大（小樽商科大学：継
続） 

（総務課）

（会議風景）



諸 報
小樽商科大学附属図書館所蔵貴重図書展示会2009を開催

本学附属図書館では，本学の大学祭である緑丘祭・緑宵祭を記念し
て，6月27日（土）及び6月28日（日） に３階自習室で，小樽商科
大学附属図書館所蔵貴重図書展示会2009を開催し，2007年にご遺
族から寄贈いただいた古瀬大六元教授・元附属図書館長の旧蔵書と
四女で漫画家の山下和美氏が古瀬元教授をモデルに描いた著
作26冊を含む古瀬大六文庫を初展示したほか，マルクス，マルサ
ス等の経済学の名著初版本，フランス百科全書初版，本学卒業生の
伊藤整，小林多喜二の著作初版本をはじめとした附属図書館所蔵貴
重図書を展示しました。
展示会では，古瀬大六元教授が『商学討究』に書かれた論文（本学
学術成果コレクションBarrel（http://barrel.ih.otaru-uc.ac.jp/）で
本文閲覧可能）について紹介した新聞記事や古瀬元教授のゼミに在
籍したこともある山本学長が語る古瀬大六元教授の思い出などをパ
ネルにして展示しました。
展示会は，緑丘祭開催中ということもあり，2日間で239人の方に
来場いただきました。
来場者からは，
・「とても古く貴重な本を見れて良かったです。」
・「「天才柳沢教授」の本は前からファンで，今回マンガに関連し
た貴重な資料を見れて感激しました。」
・「これだけの書物が収集されているとは驚きです。商大の奥行き
の深さを感じました。」
・「はじめて古瀬さんの人物について知りました。興味深い人物で
す。」
・「貴重な書を直接見ることができて大変良い機会にめぐりあえま
した。」
・「商業，経済の貴重な本だけでなく，思想や法律の本の展示も充
実していて驚きました。古瀬大六文庫も先生の書き込みやしおりが
そのまま残されていてとても良かったです。」
といった感想が寄せられました。

（学術情報課）

（展示会の様子）

http://barrel.ih.otaru-uc.ac.jp/


諸 報
小樽商科大学緑丘奨励金授与式を挙行

６月１８日（木）学長室において，緑丘奨励金授与式が行われまし
た。「緑丘奨励金」は，１年次に優秀な成績を修めた学部２年生１
０名と大学院２年生の各専攻それぞれ１名に後援会助成金から奨励
金を授与する制度です。
この日は，緑丘会本部から齊藤慎二理事長はじめ桶谷事務局長，坂
本常務理事に出席いただき，学生一人一人に奨励金が授与され，励
ましの言葉をいただきました。

（学務課）

（緑丘奨励金を授与された学生達）



諸 報
シェフィールド大学が本学を訪問

６月１９日（金），協定大学である，英国のシェフィールド大学の
クレア・ベインズ大学運営担当事務長が本学を訪問しました。
今回の訪問は，文部科学省とシェフィールド大学との職員交流プロ
グラムに基づいて，ベインズ氏が日本の大学における国際企画・交
流状況調査を行う目的として，実現したものです。
学長室での会談では，国立大学法人化後の大学経営や外部資金獲得
等，大学運営に関わる事項及びシェフィールド大学との交流状況に
ついて，2時間程意見交換を行ないました。また，現在シェフィー
ルド大学から本学へ派遣されている交換留学生，リー・ジリアンさ
んも同席し，本学での経験についてベインズ氏と歓談しました。
会談後ベインズ氏は，附属図書館の貴重図書及び国際交流会館等を
見学し，本学への理解を深めていました。

（国際企画課）

（学長室での会談）

（会談後の記念撮影。前列右から山本学長，ベインズ氏）



学内規程
一部（全部）改正 目 次

学内規程中，一部（全部）改正のあったものを掲載します。各規程の詳細
については，総務課総務係（5207）までお問い合わせ願います。

１．国立大学法人小樽商科大学授業料等徴収規程

２．再雇用職員就業規則

３．嘱託職員就業規則

４．職員の育児休業等に関する規程

５．職員安全衛生管理規程

６．非常勤職員就業規則

７．職員給与規程

http://www.otaru-uc.ac.jp/hsyomu1/kitei/syugyokisoku/19saikoyo.htm
http://www.otaru-uc.ac.jp/hsyomu1/kitei/syugyokisoku/20syokutaku.htm
http://www.otaru-uc.ac.jp/hsyomu1/kitei/syugyokisoku/11syokuinikuji.htm
http://www.otaru-uc.ac.jp/hsyomu1/kitei/syugyokisoku/15syokuinanzen.htm
http://www.otaru-uc.ac.jp/hsyomu1/kitei/syugyokisoku/3hijyokinsyugyokisoku.htm
http://www.otaru-uc.ac.jp/hsyomu1/kitei/syugyokisoku/5syokuinkyuyo.htm


国立大学法人小樽商科大学授業料等徴収規程

（平成１６年６月２８日制定）

（趣旨）

第１条 国立大学法人小樽商科大学（以下「本学」という。）における授業料その他の費用に関しては，

他の規程等に別段の定めのあるもののほか，この規程の定めるところによる。

（授業料等の額）

第２条 本学において徴収する授業料，入学料，検定料及び寄宿料の額は別表１，公開講座等の講習料の

額は別表２のとおりとする。ただし，分割等により徴収の額に１０円未満の端数があるときは，これを

切り上げるものとする。

（長期履修学生の授業料）

第３条 修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修し，卒業又は修了することが認め

られた者（以下「長期履修学生」という。）の授業料の年額は，当該在学を認められた期間（以下「長

期在学期間」という。）に限り，前条の規定にかかわらず，卒業又は修了までに納付すべき授業料の総

額を長期在学期間の年数（長期在学期間に６か月がある場合は２分の１とする。）で除した額とする。

２ 在学中に授業料が改正された場合は，改正後の授業料の額により，再計算を行うものとする。ただ

し，修業年限又は標準修業年限以後の改正による再計算は行わないものとする。

３ 長期在学期間の延長（以下「延長」という。）が認められた者の授業料の年額は，延長が認められた

年度以降に納付すべき授業料の総額を，延長が認められた年度以降に在学する年数（長期在学期間に６

か月がある場合は２分の１とする。ただし，延長の開始が学年の途中の場合は翌年４月からの年数とす

る）で除した額とする。

４ 長期在学期間の短縮（以下「短縮」という。）が認められた者の授業料の年額は，短縮後の期間に応

じて第１項の規定により再計算した額とする。なお，再計算した額から短縮が認められる以前の額を控

除した額に短縮が認められた年度以前の長期在学期間の年数（長期在学期間に６か月がある場合は２分

の１とする。）を乗じて得た額を，短縮を認めるときに徴収するものとする。

（研究生等の授業料）

第４条 研究生及び特別研究学生の授業料は，研究期間に応じて徴収することとし，各月に係る授業料に

研究月数を乗じて得た額を，別に指定する期日・納入方法により前納しなければならない。ただし，研

究期間が６か月を超えるときは，６か月ごとに分納することができる。



２ 特別研究学生が国立大学法人の大学，短期大学または大学院以外の学生であるときは，第２条に定め

る授業料を徴収する。

３ 特別研究学生が国立大学法人の大学，短期大学または大学院の学生であるときは，授業料は徴収しな

い。

４ 協定等に基づき特別研究学生として入学する公立または私立の大学院学生については，第２項の規定

にかかわらず授業料を徴収しない。

（科目等履修生等の授業料）

第５条 科目等履修生及び特別聴講学生の授業料は，履修単位数に応じて徴収することとし，１単位に係

る授業料に履修単位数を乗じて得た額を，別に指定する期日・納入方法により前納しなければならな

い。ただし，小樽商科大学短期留学プログラム規程第６条第２号に基づく科目等履修生については前納

とせず，別に指定する期日・納入方法により納入するものとする。

２ 小樽商科大学大学院商学研究科アントレプレナーシップ専攻「大学院連携によるＭＢＡ特別コース」

実施要項（以下，「MBA特別コース実施要項」という。）に基づく科目等履修生については，授業料を

徴収しない。

３ 特別聴講学生が国立大学法人の大学，短期大学または大学院以外の学生であるときは，第２条に定め

る授業料を徴収する。

４ 特別聴講学生が国立大学法人の大学，短期大学または大学院の学生であるときは，授業料は徴収しな

い。

５ 協定等に基づき特別聴講学生として入学する公立または私立の大学等の学生については，第３項の規

定にかかわらず授業料を徴収しない。

（入学料）

第６条 入学料は，入学手続をする際に徴収するものとし，別に指定する期日・納入方法により納付しな

ければならない。ただし，本学の学部・大学院（博士前期課程及び専門職学位課程）５年一貫教育プロ

グラムに基づく大学院学生，本学の博士前期課程又は専門職学位課程を修了（９月修了を含む。）し，

当該修了年度の翌年度に本学の博士後期課程に進学する大学院学生，本学の博士前期課程を修了（９月

修了を除く。）し，当該修了年度の翌々年度に博士後期課程に入学する大学院学生，国立大学法人１２

大学大学院社会人学生転入学者選抜要項に基づく大学院学生，ＭＢＡ特別コース実施要項に基づく科目

等履修生及び大学院学生，特別研究学生及び特別聴講学生に係る入学料は徴収しない。



２ 納付した入学料は，返還しない。

（検定料）

第７条 検定料は，入学を志願するときに納付するものとし，別に指定する期日・納入方法により納付し

なければならない。ただし，本学の学部・大学院（博士前期課程及び専門職学位課程）５年一貫教育プ

ログラムに基づく大学院学生，国立大学法人１２大学大学院社会人学生転入学者選抜要項に基づく大学

院学生，ＭＢＡ特別コース実施要項に基づく科目等履修生及び大学院学生，特別研究学生及び特別聴講

学生に係る検定料は徴収しない。 

２ 小樽商科大学学則（以下「学則」という。）第５３条第１号の規定により，検定料の全部又は一部を

返還する場合は，次の各号に掲げるとおりとする。

（１）検定料を納付した後に願書を提出した者について，出願資格が無いことにより出願を受け付けな

かった場合

（２）出願受付後に大学入試センター試験受験科目の不足等により出願資格を欠くことが判明した場合

（３）学則第５０条及び前項前段の規定にかかわらず，出願前に検定料を納付した者が，都合により願

書の提出を行わなかった場合

３ 前項に基づき返還する検定料の額は次のとおりとする。

（１）前項第１号及び第３号に該当するときは，納付した検定料の全部。ただし，返還に係る手数料に

ついては，検定料を納付した者の負担とする。

（２）前項第２号に該当するときは，昼間コースにあっては１３，０００円，夜間主コースにあっては

７，８００円とする。

４ 検定料の返還は，当該検定料を納付した者からの申出に基づき行うものとする。

（寄宿料）

第８条 寄宿料は，各年度において，別に指定する期日・納入方法により納付しなければならない。

２ 寄宿料は，国際交流会館に入居する日の属する月分から徴収するものとする。

３ 納付した寄宿料は，返還しない。

（講習料）

第９条 公開講座等の講習料で別表２に定める額により難い場合は，学長が別に定める額とする。

２ 講習料は，当該公開講座等の受講の申請が受理されたときに納付しなければならない。

３ 納付した講習料は，返還しない。

附 則



１ この規程は，平成１６年６月２８日から施行し，平成１６年４月１日から適用する。

２ 平成１０年度以前の本学入学生に係る授業料の額は，第２条の規定にかかわらず，次のとおりとす

る。なお，夜間主コースの学生については表記の額の２分の１とする。

（単位：円）

入 学 年 度 授業料の額（年額）

平成１０年度 ４６９，２００

平成 ９年度 ４６９，２００

平成 ８年度 ４４７，６００

平成 ７年度 ４４７，６００

平成 ６年度 ４１１，６００

附 則

１ この規程は，平成１７年４月１日から施行する。

２ 平成１７年度の授業料の額は，第２条の規定にかかわらず，次の各号に掲げるとおりとする。

(1) 学部（昼間コース）及び大学院の授業料の額は，年額５２８,３００円とし，第１学期は２６０,４０

０円，第２学期は２６７,９００円とする。

(2) 学部（夜間主コース）の授業料の額は，前号の額の２分の１とする。

(3) 研究生及び特別研究学生の第１学期における授業料の月額は２８,９００円とする。

(4) 科目等履修生及び特別聴講学生の第１学期における授業料の額は，１単位１４,４００円とする。

附 則

この規程は，平成１８年４月１日から施行する。

附 則



この規程は，平成１８年９月１５日から施行する。

附 則

１ この規程は，平成１９年４月１日から施行する。 

２ 本学の大学院商学研究科現代商学専攻修士課程を修了（９月修了を含む。）し，当該修 了年度の翌年

度にこの規程による同専攻博士後期課程に進学する場合は，入学料は徴収 しない。

３ 本学の大学院商学研究科現代商学専攻修士課程を修了し（９月修了者を除く。），当該 修了年度の

翌々年度にこの規程による同専攻博士後期課程に入学する場合は，入学料は 徴収しない。

附 則 

この規程は，平成２０年９月２９日から施行し，平成２０年６月１１日から適用する。

附 則

この規程は，平成２１年６月２２日から施行する。

別表１ （単位：円）

区分 教 育 課 程 等 金 額

授

業

料

学部（昼間コース） （年 額） ５３５,８００

学部（夜間主コース） （年 額） ２６７,９００

大学院 （年 額） ５３５,８００

研究生 （月 額） ２９,７００

特別研究学生 （月 額） ２９,７００

科目等履修生 （１単位） １４,８００



特別聴講学生 （１単位） １４,８００

入

学

料

学部（昼間コース） ２８２,０００

学部（夜間主コース） １４１,０００

大学院 ２８２,０００

研究生 ８４,６００

科目等履修生 ２８,２００

検

定

料

学部（昼間コース） １７,０００

学部（夜間主コース） １０,０００

編入学・再入学（昼間コース） ３０,０００

編入学・再入学（夜間主コース） １８,０００

大学院 ３０,０００

研究生 ９,８００

科目等履修生 ９,８００

寄 宿 料（世帯用） （月 額） １２,９００



寄 宿 料（単身用） （月 額） ６,４００

別表２ （単位：円）

１講座当たり時間数 公開講座講習料

５時間以下 ５,２００

５時間を超え １０時間以下 ６,２００

１０時間を超え １５時間以下 ７,２００

１５時間を超え ２０時間以下 ８,２００

２０時間を超え ２５時間以下 ９,２００

２５時間を超え ３０時間以下 １０,２００

３０時間を超え ３５時間以下 １１,２００

３５時間を超え ４０時間以下 １２,２００

４０時間を超え ４５時間以下 １３,２００



４５時間を超え ５０時間以下 １４,２００

５０時間を超え ５５時間以下 １５,２００

５５時間を超え ６０時間以下 １６,２００

６０時間を超え ６５時間以下 １７,２００

６５時間を超え ７０時間以下 １８,２００

７０時間を超え ７５時間以下 １９,２００

７５時間を超え ８０時間以下 ２０,２００

８０時間を超え ８５時間以下 ２１,２００

８５時間を超え ９０時間以下 ２２,２００

９０時間を超え ９５時間以下 ２３,２００

９５時間を超え １００時間以下 ２４,２００

１００時間を超え １０５時間以下 ２５,２００

１０５時間を超え １１０時間以下 ２６,２００



学内規程
新規制定 目 次

学内規程中，新規制定されたものを掲載します。各規程の詳細について
は，総務課総務係（5207）までお問い合わせ願います。

１．小樽商科大学スペース・コラボレーション・システム事業実施規程を

廃止する規程



小樽商科大学スペース・コラボレーション・システム事業実施規程を廃止する規程

第１条 小樽商科大学スペース・コラボレーション・システム事業実施規程（平成１１年６月９日制定）

は，廃止する。

附 則

この規程は，平成２１年６月２６日から施行し，平成２１年４月１日から適用する。



主 要 日 誌

平成２１年６月

今月の行事予定はこちらをご覧下さい。
1 月 13:30～課長・室長会（局長室）

2 火
9:00～博士後期課程入試業務担当者会議（総務・財務

担当副学長室）

3 水

13:00～地域研究会運営委員会（第２）

14:35～学部・大学院合同教授会（第１）

15:30～学部教授会（第１）

15:35～教育研究評議会（第１）

4 木
13:00～インターンシップ専門部会（教育担当副学長

室）

8 月

10:30～地域連携協議会（第１）

13:30～課長・室長会（局長室）

14:30～博士後期課程専任教員会議（第１）

9 火 17:00～学生委員会（第２）

10 水 9:00～入学試験委員会（第２）

11 木 10:30～教育開発センター運営委員会（第２）

15 月 10:30～大学評価委員会（第２）

17 水

10:30～学生委員会（第２）

13:00～財務委員会（第２）

14:36～学部・大学院合同教授会（第１）

15:33～学部教授会（第１）

15:42～現代商学専攻会議（第１）

15:35～教育研究評議会（第１）

18:30～アントレプレナーシップ専攻オープンクラス

http://150.83.32.122/elias/z-shiryo2/confview.cfm?version=demo&app_cd=14&conf=20
http://150.83.32.122/elias/z-shiryo2/confview.cfm?version=demo&app_cd=14&conf=25
http://150.83.32.122/elias/z-shiryo2/confview.cfm?version=demo&app_cd=14&conf=23


（札幌サテライト）

18 木
10:00～緑丘奨励金授与式（学長室）

13:05～教務委員会（教育担当副学長室）

19 金
12:00～第二回インターンシップオリエンテーション

（104講義室）

20 土 14:00～OBSフォーラム2009（札幌富士ビル）

22 月

13:00～学長選考会議（第１）

14:00～経営協議会（第２）

終了後 役員会（学長室）

23 火

9:30～博士後期課程入試業務担当者会議（総務・財務

担当副学長室）

13:00～学部教育開発部門会議（教育担当副学長室）

18:30～アントレプレナーシップ専攻オープンクラス

（札幌サテライト）

24 水

13:00～国際交流委員会（研究等B)

14:30～図書館運営委員会（図書館会議室）

16:00～百周年広報小委員会（第２）

25 木

10:30～百周年記念式典小委員会（第２）

18:30～アントレプレナーシップ専攻オープンクラス

（札幌サテライト）

緑宵祭（～２７日）

26 金

13:00～入試広報・高大連携専門部会（教育担当副学長

室）

18:30～アントレプレナーシップ専攻平成２２年度前期

入試説明会（札幌サテライト）

緑丘祭（～２８日）



行事予定表（７月）

1 水
10:30～アントレプレナーシップ専攻会議（第１）

14:30～教授会等（第１）

2 木

3 金 16:30～キャンパス美化委員会（第２）

4 土 第56回北海道地区大学体育大会（～5日）

5 日 13:00～平成２１年度第１回商大オープンキャンパス

6 月

7 火 創立記念日（休日）

8 水

14:30～インターンシップ事前教育（104講義室）

19:00～現代商学専攻博士前期課程平成２２年度前期入試説

明会（札幌サテライト）

9 木

10 金

11 土

12 日

13 月

14 火
17:00～現代商学専攻博士前期課程平成２２年度前期入試説

明会（大学会館多目的ホール）

15 水

10:30～アントレプレナーシップ専攻会議（第１）

14:30～教授会等（第１）

14:30～第１回就職ガイダンス（210講義室）

16 木

13:00～アントレプレナーシップ専攻平成２２年度前期入試

説明会（大学会館多目的ホール）



13:00～国際交流委員会（研究棟B)

17 金

18 土

19 日

20 月

21 火

22 水

10:30～（予定）アントレプレナーシップ専攻会議（第１）

14:30～（予定）教授昇任教授会（第１）

15:00～（予定）４年生対象企業合同セミナー（札幌サテラ

イト）

23 木

24 金
10:30～入学試験委員会（第２）

18:30～OBS相談会（札幌サテライト）

25 土

26 日

27 月

28 火 前期定期試験（～8月4日）

29 水 14:30～図書館運営委員会（図書館会議室）

30 木

31 金
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